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 図5下水処理場における⇔XNの挙動
 明らかにすることが国難なごく微量の有害物質の挙動を効率的に解析することを可能にした。下水汚
 泥は一種の積算型試料採取装置と考えられるので、汚泥中有害物質のモニタリングを積極的に活用す
 ることによって、下水道システムにおける有警物質の挙動を明確にすることが可能となった。
灘
灘
 一49
轟
華
『
～
『
 潅
『
 論文審査結果の要旨
 下水汚泥中に含まれる重金属類、ひ素、ほう素、ふつ素およびダイオキシン類の有害物質をモニタリン
 グすることにより、下水流入水及び処理水にごく微量に含まれるこれらの有害物質の下水道システム内で
 の挙動を明確にした。特に、汚泥中のダイオキシン類と下水流入水及び放流水に含まれるダイオキシン類
 の異性体比の相関が高いことを明6かにし、この異性体比を活用した補正を行うことで、低濃度のダイオ
 キシン類のより確かなTEQの算出手法を開発した。
 論文は全6章か6構成されている。
 第1章は総論であり、下水道における汚泥中有害物質モニタリングの役割を述べている。
 第2章では、下水道における汚泥による有害物質モニタリングの意義について述べるとともに、下水流
 入水や処理水に低濃度で存在する有害物質を汚泥でモニタリング'することにより高感度で検出・定量で
 きることを明6かにした。
 第3章では、まず汚泥中の璽金属濃度の測定値は正規分布を'することを示した上で、汚泥中の重金属
 の測定回数を年12回か6年2回に減少させた場合の測定値の信頼性について検討を行っている。その
 結果、年2回測定値であっても、その平均値は年12回測定値の平均値の95%信頼区間に75%が収ま
 り、汚泥中の重金属濃度の年間変動を十分明6かにすることができることを示した。aのことか6、年
 2回測定値の平均値を用いて、汚泥中の重金属濃度は1970年代末か61980年代後半にかけて大幅に減
 少していることを明6かにした。
 第4章では、下水流入水や放流水にごく低濃度で存在するひ素、ほう素及びふつ素を、比較的高濃度で
 存在する汚泥でモニタリングすること提案し、下水道におけるひ素、ほう素及びふつ素の挙動を明6か
 にした。その結果、流入ひ素の13.6%、ほう素の0.7%、ふつ素の5、3%が搬出される汚泥に移行し、放流
 水によって排出されるひ素、ほう素及びふつ素はそれぞれ86%、99%、95%であることを示した。この
 ように、ひ素、ほう素及びふつ素は汚泥へ移行する割合が一般的に高い重金属類とは全く異なる挙動を
 することを明6かにした。
 第5章では、これまで実測データが少なく、定量下限値未満の異性体が多いダイオキシン類について、
 汚泥中のダイオキシン類と下水流入水及び放流水に含まれるダイオキシン類の異性体比の相関が高いこ
 とを明6かにし、この異性体比を活用した補正を行うことで低濃度のダイオキシン類のより確かなTEQ
 の算出方法を開発した。この算出法を用いて、下水処理放流水、河川水および海水のダイオキシンの濃
 度レベルはほぼ同程度であり、湖沼水や地下水はこれ6に比較して低いことを明6かにした。
 第6章は結論である。また、この結論に基づき、下水汚泥中の有害物質モニタリングの活用方法につい
 て提言を行っている。
 以上要するに本論文は、下水流入水や放流水に含まれるごく微量な有害物質を汚泥においてモニタリ
 ングすることによって、下水道システム内だけでなく様々な水環境での有害物質の挙動を明6かにする
 ことを可能にしたものであり、土木工学における環境工学分野の研究の発展に寄与するところが少なく
 ない。
 よって、本論文は博士工学)の学位論文として合格と認める。
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